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ヘ

キ

第

冴
文
献
で

も

第
・

6
文
齪
で

必

な
釧

っ

賓

セ

な

ワ
｛

，
で

雪
．

こ

凱

σ

、

改

塗
系
漏

顰
名

耋
ワ
h
が

四

彖
隷
馬
象

義
』

喜
よ

3
イ

き

嬉
ユ

の

文
縦
ヒ

可
3

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
拐
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さ
ロ

雀
犬
さ

く

相
尋

亨
．

乞
κ
、

・
．

狽
募

多

量

農
絢
弓

ゐ
ら

ど

に

エ

い

て

重
夛
ー

 

こ

ζ
は

，

之

≧

に

；
の

塑
蟹

を
乱

？
≧

セ

に

な

う

，
．

　

以

下、

当

該
車
例
弓

挨
討
に

ろ
ま

桝
、

、

彖
隷
馬

象
名

萩
ド

聖

癒
匐

撰
轡
分
に

篇
τ
盞

誓
ピ

ー

々
言

部
ヒ

心

セ
、

筏
チ
浄

に

捗
馬
＋

2
亦
首
ヒ

ー
マ

糸

整
セ
ヒ

リ
あ

ゲ
、

他
の

梦
琶

ぼ

遣

宜

孟
畢
に

加

冫

奮
こ

ヒ

に

ー
夜

い

。

そ

れ
に

、

言
聾
・

糸

却
が

原
本

『

卦

葱
用

』

匕

り

対
比

可

能
な
蘇

壁
百
で

あ
3
こ

ヒ
、

曜
激

型
ど

加
・

え

三

都

昔
ヒ

も

図
書

寮
不
の

注

記
め

埜
刀

が

安
定
⊥
−

い

る

暫
首

で

あ

る
こ

ヒ

に

よ

る
。

　

ま

k
、

『

差
膳

隷
蕊

棄
多
祝
』

の

取

扱
い

で

ろ
3
ザ
、

周
文

就
ぽ

『

玉

廟
』

の

梧

茂
の

蒹
の

体

才

ぞ
め

必

め

ゲ

蟇
ブ

ぼ

藷
と

　

　
　
　

な
ユ

い

わ

れ
／

マ

り

ま
。

謡
蓋
咽

莪
撤
よ

の

ず

剏
看

見
抜
け
な
い

ま

ま

『

算
か

隷
喬

象
乃

兪
』

苞

と

り

み、
げ

5
め

は

毳
・

彑
謀
で

耆
」

そ
の

ヱ
、

毘
移
本
の

ヱ
・

し

わ

よ

n

乞

ぼ

h

乏

な
h

。

そ

う
い

ラ
問
題
を

残
し

な

ギー
フ
、

こ

こ

で

は

、

『

篆
隷
嵩
象

義
L

現
存
挙
乞

図
書

豢
の

注

文
ヒ

奮

対
詫

し
、

そ
り

乾
圏
内
で

こ

と

は

ピ
・
）

冨
が

に

恨
・

て

検

討

蟇
彡
こ

乞

喜
．

マ

習
、

。

表

隷
禹

象
名

義
ポ

ぼ
．

唱

高
山

守

盞
つ

第
ハ

』

距

旋

甲

畜
．

　
　

　
　
　
二

　

ま

ず、

図

書
軽
杢
の

・

弘
」

3
・

丑

云
L

の

喪

丈
に
、

・

篆
隷

濁

象
名

義
b

の

注

丈
全

部・、
て

は

な

く
、

他
の

云
典
の

葺
文
ヒ
一

攻

す
3

弩
分
售

楡
い

k

残
リ
の

擢

丈、
k

げ
が

耘
さ

激
て

？
’

事
例
を

セ

ワ
み
げ
3

．

　

（

ユ

〕

町

蒙
隷
槝
象
名

義
L

前

先
π

馬
浮
看

め

ば

あ
い

　
ー

．

討
L

の

ば

あ
い

　
図

版
工

蓚

参
愚
さ

れ

k
い

、

凶

書
捲
夲
φ

坂
初
φ

鋼

輿
「

薪
・

c

　
　

　
　
　
ヰ
　
　

ユ

に

．

敢

篭
鼠

畭
・

凍
・

し

』

あ
3
。

こ

れ

13

丿

彖
隷

豪
名

戎
』

の

反

り
並
び

に

語
菰
 

症
の

4
畚
目

の

「

徐
・

」

・

2

畜
冒

 

「

諌
・

」

ヒ

デ
三
喜

除
い

て

一

致

す
3

．

図

著

蒙
ぽ
、

次
ド

「

亠

ノ

≧

し

で

．

討
」

の

古

字
を

ホ
し

、

次
に

．

弘
〜

L

乞

↓
、

語
蒼

　
　

　
ヒ

　
　

　

ヨ
　
　
　

よ

の
も
痒

「

呱

伽

、

土
ハ

、

泌
馳

、

」

亨
ど

訓

勿

い

マ

b
イ
∂
o

≧

れ
17

刑

惶噺
外
魯
那

皆
飼
色
依

名

教
』

め

裾

表
あ

症
−

・

ヨ

・

よ

ヒ

頃

序
愚

ど
め

き

き
一

孜
ず
3

．

　
　

　
　
　

　
　
　
チ
　
　
ヱ

　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
ヨ
　
　
ぎ

射
伐
離

蘇
楼
轡
褓

転
矯
腕

鎚
蒼
轡

舞
−

難
、

1

霧

 
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

萋
孝

庫

与
　

−

討

謹
螺

・

　
　

　

　

塗
窶

舐

え
π

販

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

（

　
　

3
　

　
4「
　

‘

、

萩
ζ

し

「

私

∵
」

の

弦

丈
相

互

F

重

複
は

な

く
、

「

叢
〜

」．

弘
〜
し

双

方
の

窪

廴
葦

是
し

合
わ

せ

3
ヒ

．

豪
隷

蕩
鼻
名

義
』

め
、

涯

丈

ヒ
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造

不

足
e

く

一

致

す
3
こ

ヒ

ヒ

な

5
．

倶

も、

注

の

配

列

嚔
矛
は

全

俸
と

ー
を

．

蚕
象
多

筏
』

の

ま

ま

で

ぼ

な

い

，

仮
に

、

薪

 ．

ご
誓

鬘
し
、

「

弘
云

し

に

・

蓁
象
名

教
」

芝

配

列
頑
序

菟

そ

の

ま

ま

そ
っ

く

リ
引

用

〜
？

も
、

図

書亠
疹
夲
の

．

討
伐
L

の

注

丈
は

全

体
ヒ

ー
マ

か

あ

り
な
ヤ・

篭
う
で

ろ
3
。

し

か

し
、

図
書

誉
本
ぽ

ま，
ず
急
恩
の

説
を

引
吉
、

友
い

で

玄

磨
脅
禾

し
、
．

弘
ー

し

ド

は

。

兼
隷
鳥

象
名

義
」

の、
汪

丈
の

ラ
〜、

菖
恩
の

説
ヒ
一

監

す

る

わ

の

を

徐
い

砲
残
り
り

藏

え
ズ
」
7
を

記

↓
い

る
。

冖

ナ
，

「

東・

ー

」

の・
減

文
の

中
．

冶
・

L

ぽ

・

弘
ー

L

の

注

丈
ー

ヒ

重

複
了
3

。

　

ぢ
怠

み

に
，

玄

應
覆

，

一

切

譚
音

薺

蓼
六

（

高
肆

驫
本
）

  、

　

「

討、
戊

古
丈

刻

同
恥

者

反

痩
書
者

裳
目
討
徐
¢

控
記
叛
者
雇
討

　

　
　

野
玄
旨

討

誅
也

伐
也
・−．
〜

　

蠢
）

」

ヒ

あ
リ、

図

書
畿
輝

本
の

「

耄
≧

」

「
亠
ノ
≧

し

め
、
減

丈
な
．

巻

そ

併

線
勧

η
分
・

歿
線

蓼
ヒ

一

致

亨
。

　

z
、

誠
」

の

ば

あ
い

　

　
　

　

　

　
　

ユ

　

　

　

り
　

　

　

　

　

　
　

　

誠
諦

誌
蘿

警
磁

覧
鑢

、

奨
」

繽
、．

図

議
旧

　

　
　

　

ー

ユ

3

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

°
　

　

覆

　

　

袰
更
審

鳶・
憩
　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

多

雪
舊
添

名

義
　

　

　
鼠

　

哉
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　｝罅
三
d

オ

　
亡

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
　

　

　
　

ヱ
　
　
　

　
　
　　
ヨ

　

図

版
正

の

如

く
、

図
垂

棊
太
・

巾
「

君
；

」

の

「

信
・

敬
・

」

は

．

篆
隷
馬
象
名

教
』

の

語

茂
の

瘴

子
3

ヒ
一

致
し
、

、

弘

さ

に

は

．

譱
象
名

戎
』

烈
残
り

り

注

丸
、

ー

φ

コ

番
・

L
、

k

ウ

が

紀
さ

れ

マ

い

3
・

先
め

・

討
L

と

同

様
、

当

該
の

・

誠
L

も
、
、

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

サ

『

蓁
象
名

義
L

の

注
丈
全

登
「

弘
≧

」

匕

ー
マ

一

引

ゆ
は
、

・

汪

ナ
へ

の

配
訓
り

曝
レ

浮
に

出−
入

り
ぽ

生

じ，
ず、

弔

竺
暴紬
線

協
象
名
ゑ
叛
L
＋
ど

よ

リ

愚
』

笑
に

引

用
で

き

5

亭
で

う
。

仮
に

そ−
り

す
3
ヒ

、

ぜ
≧
L

の

擢
文
ぼ

．

弘
≧

」

窪
ン

人

と

重亠
複
可
る

こ

ヒ

に

な

る
。

周
（

の

症

支
ゲ

＝
つ

頑
目

の

中
で

複
数
の

出

典
に

ダ
ブ
ッ

て

記
ヤ

議
て

い

5
亊
例
は

ー

「

一
討
し

カ
「

治
・

」

　
（

弘
〜

・

乏
≧

）

η

ビ

現
R

存
症

す
ヨ

。

従
っ

て
、

・

茲
気
L

に

。

差
い

隷
為

象
危

義
』

の、
注
文

三
致

す
5
症

文
ザ

あ
・

て

う
、

「

弘

云

・

と

！
7

日

蒙

名

鋳
」

の

注

文
全

穿
引

用
し
よ

う
乞

ず
れ

ぼ

、

で

き

；
は

ず
で

雪
。

一

方
、

同

マ
汪

文
の

重

複
薯

図

避
す
3
め

ワ
ラ

、

、

篆
隷

葛
象
名

峩
』

の

注

丸
匕

一

致
す
−

3
、

注

文
ば

「

弘
気
」

尺

ま
訓

せ
、

「

惹
ゑ

」

に

に

之

曝
喜
董
ヨ

か

な

い

ヒ
い
・
フ
こ

Z
弟
、

そ

水
を

喜

と

r
マ

 

て

れ
ば

不

可
能
で

は

な
い

亭
で

ろ
5
。

図

書

蚤
令 ．
が

そ
め

ビ

ぢ・
〉

も

嫁
シ
ず−
、

ま、一
φ

替
因
ゆ

を
一

列

き
、

コ

弘
気
し

に

ぼ
、

．

義
篤
象
名

義
」

芝

老

の
ま

ま

で

ぼ

な

く
、

菖
恩
め

説
ヒ
一

致

す
吝

悟

の

ぼ

菖
恩
で

κ
教
さ
せ
、

残
3
注
之

．

k

げ
を

司
用

↓
い

う

こ

ヒ

ぼ

．

ナ
く

ヒ

己

当

該
の

亊
例
尺

お

い

マ

は
、

慈

恩
釜
養

よ

ー

優
先
ず
丶

れ

て

リ
5
こ

ヒ
、

．

篆
隷
面
界
名

蜘
』

ボ

図
書

蚤
ぐ
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蹣
ぜ

秦
者
に

ヒ
．

て

蓄
丁

重
す
ぺ
今
、・
第
一

の・
粤
嫁
で
ぽ

な

の

こ

と

喜
，

ホ

す
う

軌
て

脅
ヒ

見
曾

ケ
れ

賦

な
≦
ま
い

。

　

3
．

謗
し

の

ば

あ
い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　

ぼ

　
　

　

ヱ

　
・

誹

謗
・
−

下

勢
謗
塑
振
メ

城
人

・

君
ー

瓢
・

麹

意
・

歯

　

　

　

人
道
其

費
日

1
、

…

…

　
　
　
図

書
巻
季
八

鈍

ー
」

　

　

　

　

　

　
ロ

　
　

　

ヱ
　
　

　
　

ヨ

　

「

謗

靉
反

毅
詛
・

興
人
・

　

　

　

篆

鼕
象
活

教
匙，

帰

」

　

図

書
幕
本
ぼ

．

勢
≧

」

が

疑
初
に

引
か

瓶

、

 
云

L

バ

後
読
す

3
ゲ
，

『

茅

藜
畠
象
名

義
f
の

症

文
全

脊
壱
、

勢
・

ご
で

引

羽
七

ず．

1
・

乙

の

症

え

ぽ

−

耄
云
L

の

堯

文
で

丙
表
さ
せ

マ

い

う
。

　

因

み
に

、

原
夲

騒

壬

扇
邑

の
「

謗
（

乖
ー
）

し

に

．

襞
人

・

し

ヒ

峯
の

ま

ま
一

致
ず
る

産

丸

9
兄

渚
せ

な

い

。

一

方
、

「

簷
云

」

の

控

丈
の

う

5
、

、

封
人．

道
其
ゑ
ー

ほ

。

ヨ

蕩
L

め

症
丈
と
一

致

ナ

ソ
ヨ
ゆ

　

夙

下
、

詳
細
は
・

減

3
に

け

ず
3
が
，

亠

盖

初
∵

嚀」
郡
・

土
」
郡
・

足

舮
に

、

．

ナ
ヨ

」

喰

ビ
・

茲
≧

し

叭

外
の

出

禦
の

ば

あ
い

弟

含
あ

て
、

犢
例
ゲ

訊

≦
．

　

へ

ー
〕

、

」
菱
銭
登
品

象
尨
驀
仙

臥

後
半
痴
Ψ
局

郵
ヱ

匂

の

げ

あ
い

　
哩

豪
隷
高
象
糸

巽
し

前
テ

蔦
響
に

つ

い

Z

見
マ

キ
、

看

右
9

現
象
は
、

後
早
称

鴻
登
甘

。

・

は

ビ

鉱
ぞ

あ
ろ

丿
が

。

糸
撃
皇
，

甸

セ

欝
曳
 

い

、

　

午
コ

編
L

の

ぼ

あ
い

　

潤
書
巻
春

「

ナ
ー

」

の

「

戡

c
ザ

蓁
象
名

孜
』

の

語

議
の

症
z

ヒ
一

荻
し
、

、

あ

ー

」

吻

．

沈

連
・

し

「

列
・

」

が

ー

3
ヒ

一

孜

す
3

（

図
氏
皿

参
殴
）

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

峰・
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元

当

う

な

い

o

　

从

上
、

¶

蒙

鴦
象
名
矩

教
』

　
 

後
巳

干

称
届、

登
百

め
一

つ

ぞ

あ
3

糸
翫

η
ド

お

“

て

、

コ
象
練
高

象
多

羇
r
の

症
丈
ヒ

一

鍍
す
3

瘴
文

劉

図
書

驀
本
の

・

ナ
と

L

な

ピ
．

あ

蒸

」

从

外

の

幽

奥
に

考
蔭

あ
い

、

「

壬

こ
に

ぽ

・

表
隷
畜
象
名

栽
』

の

症
文
の

う
τ

そ
れ

う
善

除
い

K

唐
ー
の

注

文
裾

引

用
さ

れ
マ

？
量
面

ツ
ヒ

挨
討
ー
 

丞
茅
で

ろ
5
”

但

し
、

18

ー
竕

の

諸

車
例
ド

お

n

て

18
、

右
に

晃

て

き
な

よ

ラ
に
、

複
疲
の

幺

卑
の

、

汪

文

衵
互
の

韻
R
．

兼
隷
萬
象

名

義
』

の

妥
文
ヒ
一

攻

喜
症

廴
切

重
去
が

な

い

わ
げ
で

吁

な

い

、

す
な

あ

事
、

百

「

遣
・

（

苴
τ

ナ
）

」

・

刻

コ
蕷
、

　
（

中
・

信
．

ナ
）

」

・

22

「

襃
・

（

蓴
・

中
レ

」

ガ

あ
っ

た
。

ま

蓉
、

、

莎

≧

L

の

弦

丈
ヒ

の

董
玄

ぽ

．

慮

「

縁
・

ぺ

罫

・

的
）

」

・

111

じ

・

乱

、

（

至
信
）

L

’

そ
補
・

至
、

（

王
・
盛

垢
）

L

・

乃

「

繋
・

（

亠

丿
．

罫
）

」

ゲ

あ
，

程

。

こ

う
い
・
フ
コ

壬

ス
し

の
、
涯

文
と

杷

の

煮

導
の

症

廴
ヒ

吻

董

ち
が

τ

つ
⇒

に

ぜ

よ
、

て

蓁
象
亮

義
f
の

症

文
の

全

管
「

五

≧

し

ヒ

ー
マ

引

甲

畜
う
剣

q
な
く

、

応
・

な
・

中
・

薫
ヒ

い

っ

汽

肥

の

素

卑

の

疾

文
に

よ
ラ

惹
桟

表
さ
せ

、

そ
淑

ラ

ヒ
一

孜
丁

く・
¶

篆

駑
象
箔
莠
『
の

強

丈
13

港

記
ス
ぎ

、

ヒ

い

う

亊
曳
が

考
こ
，
乏
け

忍
め

写
ワ
派
ぶ

な

う

E
い

。

な

認
、

重

諸
に

つ

u

て

障

五

ゼ

後
迷

喜
。

頬
例

，

に

産

6

の
一

例
俄

あ
5。

　

因
み

に

、

よ

逮
の

範
画
内

で
、

「

警
・

し

の

堯
丈

ウ
リ
。

壬

務
・

別

用

蒙
護
言
及
す
れ

ば
．

，

彖
隷

董
昼
泊

敦
・

前
ヂ
町

馬
都
看

に

於

2
の

ヒ

に

旱
な

り、

当

該
め

知
看
で

は

、

卦
≧

」

の
、

汪

廴

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
へ　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　
ゆ

ウ
に

．

丑

篇
巴

炉

ら

の

司
用

都
分
晶
当

蒸
な

が

シ
混
汪

ー
マ

い

3

そ
の

混
妊
の

扛

方
は

一

様
で

な
く
、
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．

玉

箱
』

の

注

文
の

瓩

列
嗔
序
を

蓬
の

ま

謹

踏

簾
ナ

ヨ
ぱ

あ

　
い

（

例、

浮

θ

卸

瓦

が

綿
）

 
．

薹
象
名

義
』

の
、
彊

丈
7
ま

ヒ

ウ
吃
に

記
し

、

周

現

　

薄
季
副

巌
・

マ

い

な

い

・

芸

篇
匹

の

注
文
を

あ
ヒ

に

詫

す
ぼ

　

あ
い

（

例．

日

）

 
『

蚤

篇
』

の

巌

文
の

配

列｝
順

鬢
入

れ
が

之
3
は

あ
n

　
へ

例、

　
6
ーー

回
）

か

ろ
3
。

　
〔

皿
〕

ま

ヒ

め

　

上

述

〔

ー
）

〔
正
〕

の

捻
豊
囚

に

ら

と

ず

の

て

、

「

腰

冢

翕
管
而

象
名
畜
叺

」

り
秀
丈

ヒ
’

致

す
3

症
丈
が

．

姦
ー

し

「

プ
≧

」

な

ビ

他
の

出
典

の

疲

文
ウ
ヲ

に

あ
れ
ば
、

¶

落
年

鰲
泉
名

斎
』

が

シ
の

引
弔
9
ー
セ

、

固

え

献

前
半
毎
属
部
耆
で

は

「

弘
ヒ

」

∴
後
半

篇
部

首
で

は

「

壬

≧

」

ヒ

銘

う
う

て

℃

蒙
隷
嵩
象
名

教
施

尨

引
弔
す
3
療
に

、

図

耆
蘯
竺

今
諞…
纂
岩
に
、

．
溢

彖
隷
高
象
多
鼻
訟
の

寒
丈
の

全
初
噛

引

用

す
る

の

で
は

な

く
、

他
の

玄
葺ハ
の

症
支
ヒ
一

致
す
3
も

の
を

除
い

仁

戒
リ
の

注
ふ

乂

駕

；
引

用
す
さ
、

り

？・
フ
い

・

睾
例
は

袴
実
に

存

任

す
3
ヒ

言
わ

な

ゆ
成
ぽ

な

シ
な

い

。

こ

れ
は

、

図

書
春
聚
丁

の

特．

ユ
足
の

部
看
に

限
足
さ

れ

3

現
象
で

13

な
く
．

言
邦
・

糸
都
・

足

部

・

ヨ

部゚

土

部・
・

献

部
6
各
瀞
首
ド

共

亜
に

表
あ

参
3冒
現

象
で

あ

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

勉

壽
。

図

幕
季
に

澄

げ
ヨ

『

彖一
隷
禹
象
名

教
匹

の

引

弔
の
》

刀
痃
と

　

　

　

　

　

　

　
へ
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

お

　
ー
セ

把
之
な

け
れ

ば

U
ぎ
ぽ
」

。

　

　
ヒ

ぽ

い

之
、

当

該
の

亊
例
ぼ

、

言
却
・

糸

窖
ビ

上

逐
の

六

浮

首
2
垣
じ

て

三

九

例
見
出
ぜ

3
に

過
ぎ
な
い

．

こ

れ

ら
2
除
く

．

，

私
ー

L

「

碁

セ

し

の

夫

部
分
−才
、

田

蒙
隷
鵲

象
危

競
』

の

語
領
の

注
文
全

部
が

そ
っ

く

リ
引

用
さ
れ

て

い

る
。

例
て

ぱ

言

邦
の
ば

あ

　
い

、

・

弘
≒

」

の

表
あ
れ

5

異
な

り
標
幺

臻
婁
数

堅
三

立
、

ゼ

　
の

う
事
、

そ
め

窪
丈
側

暫

美
療

簍
名

義
』

の

注
丈
ピ

澄
不

足
な

く
一

攻

ず
3
彰

の

は

一

・

−
、

畢
な

り
操

鑿
に

舛
し

七

七

　
パ

ー

セ

ン

ト

を

占

あ
話
。

　

　
し

か

し
、

衰

蓋
し

喰

い

の

ぼ
、

『

毳
象
老
我
』

の

馨

享
ヒ

同
一

の

糯
山

皇
僭

写
の

あ
ぎ
図

書
霧

峯
つ
項
目
含

部
に

−

弘

〜

　
「

あ

ヒ

」

ゲ

あ
る

ヒ

隣

限
；

な

い

ヒ

い

ラ
こ

ヒ

で

あ
5

。

言
部

老

　
捌
円

に

ヒ

ヨ

ピ
、

》

7
、
フ

い

・
り

項
目

で
「

泓一
ζ
」

の
革
極

わ
れ

な

い

略

偽

ぽ

尋
な

勹

漂
宅
瑛

字
牧
ゼ

皿

゜

あ
ー

、

峯
の

約
半

教
の

二

一

に

は
、

　
「

弦
ヒ

L

「

ナ
｝

」

な

ビ

の・
圧

文
に
、

『

　
匹

の

注

文
と

、

全

努
で
は

な

い

に

せ

よ
一

攻

享
竜

の

ゼ
あ
る
。

当

該
の

　
二

で

尼
て

き

k

現
象
は

、

「

輿
≧

」

・

弘

ζ

し

の

あ
る

項
目
の

中

バ

げ
で

な

く
、

、

弘
ー

し

・

丑

≧

L

の

有
垂
に

佃

訓

わ

転
ず
、

可

兼

鸞
象
名

義
』

の

標

養
と

同
一

り
揺

ち
承
写
の

あ
護
図

書
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寮
本
の

頑
E
全

捧
の

祝
て

把
乏
な

ゆ
れ
ば
、

・

万
痃
と

⊥
て

序
牛
落

ぢ
に

享
．

　

　

　

　

　
三

　
¶

立

耋
鼕
義
』

の

粽

爭
ヒ

一

攻

す
3
標

碁
チ

を

含戸

亦

図

言
瞥
本
の

項
目

で
、

「

弘
｝

」

・

多
ヒ

L

ぽ

兼
あ
液

な

B

ガ

，

「

茲
セ

し

〜
丿
ー

」

な

ど

の

注
丈
F
¶

蠱
象
名

義
』

辺
葎
丸

ヒ

一

孜
す
ろ

わ
の

が

話
ぎ
玄
ア

例
7
検
討
と
仁

い

，

事

樹
番
旱
・

ぽ

ニ

ヒ

凪

別

す
3k

あ

に

固

ガ
・
ラ

付「

了、

　

〔

エ
〕

『

篆
蕀
葛
象
多

表
』

前

重
群
首

の

ば

あ
P

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　
ヱ

　
　

　

ヲ
　

　
　

チ

　

剛

「

時
枯
（

上

郵
ヨ

時
固

メ

頼
・

桔
・

賃
・

自

キ
≧
−・−

真

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

ユ

　

　

　

　

　
｝

…

…

和

剤−−
）

下

1
嶽
≧

胡
害
乂

梼・
・

頼
・

仰
稼

　

　

　

　

　
・

買
痔
・

　

彙
ー

：−

；

和

訶

…

響
本
一一

躍
ー
ケ

」

　

　
（

　

　

　

ー

　

7

　

コ
ノ

　

4−

　

　

　

　

」

っ

蒔

蒔
止

反

頼
・

拮
・

翼
・

臼
・

蹇
象

義
三
．

ハ

弊
」

）

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　
　　
ヱ

　

　
っ

濫

　
胡
吉

反

符
・

竊
で

　

　

　

　

丹

　

　

　
三

，
八

ザ
L

「

慮

忖

権
」

の

下

享
「

膳
」

の

嶺
阻

驀
然

の

産
に

ぽ

っ

葦帆
≧

」

「

嵜
犀

セ

」

並

ガ

に

和

判
が

あ

丿．

「

弘
セ

」

13

な
い

。

「

鬆
≧

」

め

注

文
の

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　　
ヱ

う
事
、

「

胡
宕

x
蒔
・

積
・

し

は

、

ζい
壱

除
ケ

，

薩
、

反

切

｝

含
φ
マ

順

序
勉

そ
め

矛

矛

戸

彖
隷
蕩
象
多

表
』

の、
汪

文
ヒ
一

致

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

る
。

便
に

、

「

嫉
≧

」

の

こ

の

塚
薈

「

私
ー
L

ヒ

し
、

だ
≧

」

の

残

り
の

．

炉
依
、

召
ス

符
・

L
、

鴛

ゆ
薈

」

茲
ζ

L

と

ー
セ

も
、

現
に

ろ
3

「

姦
≧

」

の
、

涯

文
全

部
縫

出
揃
マ

フ
の、
斥

炉
・
レ

よ

さ
そ
・
）
な

弟

の

で
．

う
。

「

崎
枯
」

⇔

上
宀

チ
「

痔
」

の、
涯

と

ー
て

は
、

「

弘
≧

」

を

弟

’

尺

あ
ヴ

騫
象
唐

羨
ム

甚

齢
矢
に

引
唄
し

、

「

中
≧

」
．

昔

7
し

ヒ

鋳

憶
リ
て

い

言
。

「

蒋
」

の

ば

あ
い

、

V
ぜ

「

私←
≧

し

「

叢．
≧

」

「

古
T
」

と

で

き
な
い

の
、

聡

ろ

う
か

。

屯

し

切
、

周
一

の

注
文

で

あ
・

て

弟

慈
恩
廿

い

う
の

と

室
海
姻

い

う
の

と

で

は

夫

す
献

い

お

誰
の卍
訖
が

ぱ

重

夫

で

あ・
3
匕

す
れ
ば
、

友
切

に

ー
穐

い

人
め

者
老
冒

に

去

て

り
3
方
替
挫
偽

用
÷
つ
3
ヒ

な

ろ
之

丿。

副

「

枯
」

の

亮
文

を
者

く

に

掻
し
、

図

書
摎
奉

編

纂
者
が

室
奮
の

説
ど

ー
7

壕
玩
ず
慈
恩

の

説
匕

ー
セ
沸
株
フ

で

り
3
こ

ヒ

は

、

「

銘

≧

」

か

「

弘
≧

し

か

に

ワ

マ

塩
、

喰

ケ
め

差
を

認

め
7U

 

こ

ヒ

を

示
す
妨

め
で
「

め
3
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

　

囮

「

嬰
訥

亠

ノ

ー
−・

奴

脅
ヌ
遅
鳧
・

難
・

脇

東
−

；

ナ
又
−

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ロ
　
　
　

ユ

　

　

　

　

　
…

（

丈山
集

重
二

蔵
≧

よ

墨

弘
ー

皸
・

吃
・

　

ナ
〜

　

　

　

　

　
…

）

下

　

　

　

　

　

図

書
藩

峯
八

rz
」

　

　

　

　

　

　

　

　　
　
　
　

　
　
ヱ

　

　

（

、

譽
層

展
反
難

・

吃
・

達
譽
享

篆

鵞
象
藩

嚢
三

．

叭

し

　

　

　

　

　

　

　

　

し
　
　

　

　
　

　
　

　

　
ヱ

　

　

　
「

訥
　
嫁

骨
反

邃
鈍

・

難
・

　

　

周

　

　

　
三
，

昇
」

、

謇
訥
」

の

下

享
．

訥
し

の
．

・
厂
ヒ
L

辺
注

文
の

ラ
事
、

奴

骨
乂

豊
花
・

難
、

」

 

、

豪

驚
象
名

義
も

の

注
文
ど

篭
．

く

ワ
一

致｝

す
・
。

図

書

亭

再

房
下

・

．

脇
し

ヒ
・

涯

記

↓
い

3
。

メ

艶
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憂
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携
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L
・

賜

「

東
ヒ

し

・

η

コ

中
≧

」

「

真
ー

」

φ

看
号
を

付
し

莓
汪

文
ぼ

、

洛
セ

、

男

豪
騨
嵩

象
整
諏
』

の

往
文

ヒ

一

萩

す
き

ゅ

吽

〜

凹

ヒ

も
「

郵

；

」

ヒ

ー
マ

は

引

用
さ
本

で

い

怠
い

。

　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
z

　
　
3
　
　
q

　
盻

「

習
繕

ナ

ー
ー

蓄
・

事
・

蝕
・

謂

零
・

　
丸

集
≧

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　

ポ
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

キ

　
　
　
　

東
ζ

鋒

端
、

謂
端
隆
、

ホ
・

囲
書

昏
を
死

匡

皇
」

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

％

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　

　

　

　

　

　
　
エ
　
　
　
ヱ

　
　
　

き
　

チ
　
　
　　
よ

　
　

、

緒

詞
巌
反
業

・

享
・

蜍
東
・

竺

筋
兼
級
畠
象
名

嘗
亠ハ．
7

托
L

　
　

　

　

　

　

　
　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
ウ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

ヱ

　
　

「

緒

詞

巌
反
…

鍾
蓄

也

…

弩
落

昆
駕
緒
也
−−
拷

亨
や
−

　
　

　

　

　

　
3
　

　
　
　

　

ー
　
　

　
　
よ

　
　

　
　
　

　
　
千

　
　

　

　

　
播

船
也

野
王

峯
謂

馨
也
・
！

望
竺

塙
也

着冖
雅
縮
ホ

　
　

　

　

　

也

　

　

　

　

　

　

　

」

篇

え
狂

ー

7L

暴
隷
蓄
象
名

蓊
』

千
、

東・

こ
ぽ

．

家
・

L

の

誤
写
ガ

。

』

し

て

、

「

ノ
≧

」

め

語

毅
の

注
文
ぼ

、

町

蒙

驚
象
名

斌
』

ー

23

笠
が

に

¶

五

箱
』

庫
堀

繰
死

に

配

列
頑

序
曲

そ
め

ま

ま
一

孜
す
ヨ
。

「

東
セ

」

の

潅

文
ぼ

勉

篆
慧
島

象
多

教
』

り

残
り

の

よ

千

並
が

に

咽

苔

境
』

痔
線
渉

ヒ

［

孜

す
君

。

「

∴

ノ

≧

」

コ

東
≧

L

椙
互

に

注

文
の

重

複
匿

な

凵
。

「

亠

ノ
セ

し

「

東
・

し

の

当

該
の、
注

文
を

、

−

弘

≧

」

ヒ

ー
t

引

用

−
壱

も

往
文

自

埣
に

受
払
碇

な

さ
そ
う・
で

あ

3
α

に

モ

が

か

わ

ら．
ず、

「

f
之

 

》

」

ヒ

し

亨

い

ヒ

≧

う

に
、

ウ

請
ウ

の

ば

あ
い
、

玄

恋
の

説
・

。

東
宮
切

翻
低

め

説
喜

、

。

忍

篇
・

・

町

表

鵞
象
危

善
』

の

ろ
れ

よ

ワ
重

視
ー
マ

つ
3
図

書

寮
夲
編

暴

者
の
力

蓼口
兄
て

と

ワ

つ

こ

ヒ

創

で

き

る
。

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
も
な

り

　

糸

部
の
僧

頬

例，
な

抛
に

｝
＝一

あ
著
9

　
囚

み
に
、

「

ナノ
≒

」

φ

注

文
に

、

予

豪
隷
島
象
名

賞
駈

魂
存
本

に

見
当
シ

ず
、

蓆
本
竃

巴

篇
』

 

註

文
ヒ
一

蚊

i
う

め
ゲ

あ
葺

事
例
叱

薄
丑

i
，

岡
・

為
縛

ナ
ー

−

丸
布
細
而
疏

蠧
碧
隰）
図

書

擘
・

碑

ゲ
」

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Researoh 　in 　Kunten 　Language

　
　

・

磚

田

凝
反

布
掴
疏

　

　

　

葦

整
墅
名

費
亠ハ．

誘
L

　
　

「

磚

思
銃
友
…

凡

布
細、

棗
者

謂・
る

癒
；

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
玉
齢

篇

三
一、
穴

≦
三一
七

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

ヤ
　

　
　
　

　

し

　

脚

、

為
狩

跨
ヵ
−

釁
蜻

馬
細
渚

藩、
鮮

布
白

而
細
冒

轡

　
　

　
　

　
工

小
着
す
乃

　

東
ミ

ー−
−
　

川
〜

：−
　

…

和

訓・−・

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
図

書

盗
本
三

。

細

｝
」

　
　

「

紵

稼
掾

反
白

細

布
・

　

　

　
　

彖
隷
蕩
泉

嚢
六
．
；

舜
」

　
　

　
　

　

　
　

　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

に

　
　

『

些
　
除
捺
反
…

白

而
厂

細
β

雰−
−

説

螽
島
細

也
瀞

早
名
之

紵

　
　

　
　

　
−−．

　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

玉

篇
三

三卩
‘
三

三

t

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

7
　

　

　
　

　　
2

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
t

玄

應
の

説
姻

．

玉

篇
盾

の

そ
歌

よ

リ

尊
董
す

点

マ

い

3

証
例
ゴ

あ

る
9

　
〔

皿

〕

　
上
吋

通

〔

工

〕

ハ

正
）

の

よ
・
フ

に

、

「

私〃
≧

」

「

五

≧

」

に

ゑ“
わ

れ

な

い

が
、

．

豪
隷
画
謬
〃

糞
L

の

症
丈
ヒ

一

致

ず
誹

注

文
が

勉

の

幽

轟
の、
妊

文
占

ア
に

あ
ぎ
、

ピ
い

う

為
ぼ

、

亠

青

部・

足

部
・

弥

部
・

工

停・

偲

穿・
糸
都
喜

置
じ

て

一

三

・

冷

リ
に

風
ぎ
．

　

　

　
　

　
切

　
図

書
脊
本
ド

刃

ヴ
3
．

豪
隷
雋
象
名

義
匹

の

扱
い

方
喜

さ
ぐ
弓

ん

丁
ゲ

が

り
と

f
で
、

前
述
二

で
13
、

田

蓬
象
名

義
』

の、
涯

文

と

冖

孜
ず
3
、

汪

文
が

函
書ド
発
季
の

、

弘
≧

L

「

卦

ζ

」

以

外

の

渚

血
ハ

の

注

文
に

あ

ワ、

、

弘
≧

L

．

五

 

L

に

ぼ

、

『

戔
象
名

薪
』

の

注
丈

の

う
巧
他

の

幽
典
の

柱
文
と

一

痩
ず
る

↓

の
晋

徐
ρ

t

残
り
の
症

文．
玩

ワ
が

引

弔
さ
教
て

い

3

牽
例
を

ビ

ワ

敵、
げ
、

ま

れ

三

で

は
、

『

篆
隷
勗
象
名

看
』

の

標

毒
と

膚
［

の

裡
玄

痩

享
つ

表
わ

な
図
書
掩
本
め

項
目
で
、

．

弘
≧

L
「

卦

ζ

」

ぽ

耋

お

れ

な

い

が

旬

蚕
象
名

叢
」

あ

注
更
ヒ
一

致

す
き

柱
文
の
あ

る

争
捌
葱

ヒ

ー
あ
げ
て
、

各

セ

検
討
i
マ

き

哲
。

二

・

三

を

総
合

ー
マ

わ

が

3
こ

ヒ

は
、

少
く

ヒ

曲

当

該
の

黹
享
例
に

関

す
∋

眼
リ

、

図

耆
港

芸・
ゲ

典
拠
ど

す
5
幺

真

諸
文

献
の

中
で

藁

童
サ
蕁

の

ぼ

ま

ず
．

茲
ヨ

L

次
い

で

コ

广
≧

L

ず

あ

リ、

『

篆
隷
蕩
象
名
驀
訟

は

、

室

癌
宦

穫

琴
・

後
尺

撥
り

部
・

ゲ
の

双

方

と
蕩
、

図
彦

垂

編

幕
者
に

と

・

て
、

尊
重
す

・

ヘ

キ

茅
一

の

文

献
で
弟

第
二

の

文
縦

で

勉

ぼ

が

っ

t
、

ヒ

∵
り

こ

と

ゼ

あ
3

．

仮
に

、

『

羹
名

義
L

が

最
郵
犬
切

な
、

又
献
ゼ

あ
っ

 

な
・
ラ 、
研

、

二

・

三

ド

弓〔
て

ま

仁

規
象
は

澱
・

；
な
が

ラ

k

ぽ

ず
で

あ
る
．

　

念
の

穴

め

に

言・
て

ぱ
、

図

書
春

峯
に

訳

い

て

・

私
≧
L

「

あ

≧
」

の

便
用

頻
度
枝
ザ

暢
い

こ

ヒ
、

．

額
翠
名

喬
ウ
』

の

”

名

蓊
毎

評

彖
隷
島
象
名

揖
駈

臼

、

名

義
ゲ

を

承

す
マ

？
づ

ヒ

い

あ・

ち
マ

u

3
・・
ヒ

か

ら

も
、

乕

殺
拳
系
肌

頬
激
名

蓋
ワ
』

の
冖

本
で

あ
3
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囲
者

葉
の

飭
幕
者
ザ
、

『

蒙
隷

萵
象
名

養
』

芝
よ

3
ぺ

き
主

車・

な
丈

献
と

」
マ

ワ
3
こ

ヒ

P
舌
足

喜
参
ぼ

毛
頭一
な
い

，

主

尋

な

丈

献
の

［

つ

で
13

努
・

て

彰
、

尊
重
す

孔
へ

き

第
丁

第
二

つ

丈
縦
で

ぼ

な
い
、

ヒ

？
フ

め

で
τ

の
3
・

　
、一

れ

に
、

改
編甲
奉

系
『

頬
藪
名

絞
訪
』

が

『

芸ハ
隷
島
象
名

義
』

を

よ

る
、

八

き
文

就
の

中
躯
に

捲・
z

て

い

5
の

ヒ

大
き
く

相

男
す
5

．

　

先
に
、

改
編
本
系
の
一

本
で

あ
3
観
智

虎
本

盆
嬰
納

標
示
り

痩

丈
注

蓼

午
が

か

ワ
に

改

編
の

わ

ら
い

2
調

査
秀
髪
睡
帽

緒
果
・

　
−

囲

董
量
余

と

対
応

す
；

観
智

虎
本
り

項
目

に

お

u

て

，

観
智

　

　
碇
李

改

倆
君
ぽ
、

熄
擾
本
め

鋸
典
諸
支

ば
り

す
べ

て

喜

等
し

　

　
な

み
に

扱
・

て

U

る

勾

で

ぽ

験
く

、

鈕

娯
の

柱
の

よ

リ
ビ
こ

　

　
ろ
ヒ

ー
セ

、

．

弘
L

ず
サ

わ

ち
兎

三

螽
響
切

象
角
義
£

を

他

今

　

　
訪
文
献
に

比

ー
7

ビ

リ

わ

ア
人
叨

に

ー
セ
い

5
，

　
z

改
編
侵
隋
ゴ

新
岳
に

．

類
燹
名

霧
」

R

登
場
す
診
ク

改

舗

　

　
新
項
目
”

に

ぼ

『

篆
隷
蕩
象
名

賓
L

ヒ

の
一

裟
が

顕
着
ゼ

あ

　

　
る

．

　
3

原

護
本
系
つ
本
文
ゲ

理
存
ー
セ
ーー

な

n

穿
着

−

紐
智
寛
杢
入

　

　
寄
・

兇

浮
・

手
部
・

竹・

奔
1
に

恥

の

て

袖

田

篆一
隷

嚢
霧
』

　

　
ヒ

の
一

致
が

目

立

ぢ
、

各

登
且

と

沛

，

蕩
象

霧
』

を

　

　
た

吻
に

ー
マ

ヨ
，

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

98

と

い

う
こ

乞

が

劉
萌
し

仁
、

こ

煮
ほ
、

観
智

肇
が

塾’
言
示

の

閣−

祖
室

海
の

、

兼

鸞
象
危

教
』

を

穿
一

の

丈
釈
と

ー
7
茸

童
L
て

い

δ

こ

と

彦

蓮
す
3
。

ま

鴛
、

¶

類
募
名

畿
ザ
』

め

改
⊥

裲
ゲ

、

首
詐
亠

呑
ウ
小

の
亠

ユ

」

切

に

忙

っ

て

、

盲
条
亠
，

£
吊

の
洛
チ
弭
川

り
尺

あ・
に
爪

伐・
−

つ

ウ
ナ

．

吉
ず

ぐ

11

壱

あ
ず
し

て

な

さ
れ

食

こ

ヒ

セ

毳
す
3
。

　

原

葉
系
皿

頬
敦
名

蓋
σ
』

の

唯
【

の

現

髪
で

訊
ぎ

図
書
寮

本
尺

溶

U

τ

、

田

蒙
隷
蕩
象
糸

教
』

よ

り
蓴
・

蜜
ざ
れ

て

い

き

ぜ

≧

L

賦
、

閣
知

の

よ

う
ド
、

咳
相
由

示

の
、
初

禎
慈
恩齟
り

説
で

旁
。

図

書
蒂
本
の

編
者
薯

霧
湘
票
の

学
侶
ヒ

す
3e

ラ
ぱ

、

・

類
琴
刀

義
拉
』

改
礁
例

の

祖
丞
に

あ
ぎ
遡

の
ぼ
、

ウ

該
相

系
炉

ら

立
考
β

系
へ

の

茎
の

つ

く

り
炉

之
”

で

あ

リ
、

渡」
緬
の

ね

ら
い

偉
、

ウ

和

剖

本
庸〔
の

ウ
茎
看

、

つ

く

リ
ク

で
一
あ
っ

茸
、

と

い
・
Z
多

の

で

ぼ

な
が

ろ
・
フ

が

。

　

　
　

　
　
五

・
こ・

う
で

、

享

書

§
い

て

語

教
の・

濘

善
く

際
に

何
が

優
先

き

れ

3
か

ヒ

い

之

ば
、

語

蔑
の

注
と

ー
士
茜

慢
天
仁

注

ガ
便
先
さ

九

て

当

蝕
で

雪
。

ま
套
，

採
る

．

へ

き

説
明
が

ど

の

更
献
の

弟
の
訓

ぼ

籍
ド

よ

リ

幽
入

ー
が

あ
彡

切
例

普
通
で

あ
3

。

ヒ

⊥
て
、

闇
霧

は

、

蚯

嬰
の

痙
の

優
劣
喜

洗
足

す
3
の
ぼ

何
か

で

あ
3
．
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画

耆

幕
本

驪

頻
衆
名

警
匹

の

出
専

諸
文
縦
の

注
丈
に

は
、

先

に

二

・

三

で

見
マ

き
麿

よ

う
F
，

峯
の

女

就
の

編
箸
着
め

妝
自
の

説
、

驚

肱
マ

な

く
、

¶

繭
犂
』

「

説
丈
酋

¶

卦
ψ

煽
」

等
め

注

丈
が

と

り
こ

手

れ
て

い

夛
・

椡
コ

之

ぱ
、

尾

丑

廟
』

匕
一

菱
す
3
注

丈
ぼ

、

呱

豪
隷
馬
象
名

洩
』

、

 

ケ
ブ

な

く
、

、

該
セ

（

前
揚

蒟
ー

〜

3
．

13

峠

副

等
）

し

「

亠

ノ

≧

（

牛

≦

μ

，

02

叫

等
）

」

「

中
｝

（

1318

庭

〃

等
）

」

「

真
｝

（

〃

〜

6
、

砌

等
）

」

っ・

東
ヒ

（

ー

凹

協

辱

）

L

の

ほ

が

「

殉
≒

」

コ
偐
〜

L

「

セ

豊
ヒ

」

「

差
ナ

〜

し

「

り
｝

」

の

柱」
又

の
由

ワ
に

も

あ
っ

夜
。

　
っ

ま

リ
．

ク

同
【

の、
汪」
又
ウ

が

い

く

つ

も

の

文

就
に

共

有
さ

れ
7

り
3

わ

写
耆

。

亊
例
1
．

討
し

の

嚢
の
・
涯

”

槍
・

”

荘

例
に

ヒ

教

ぱ
、

”

除
・

〃

乞

い

う
一

・

の
往

文
が
、

慈
恩
の

考
耆
・

襭
野
王

の

，

秀

葛

ヒ
室
塩
の

．

兼

隸
鉐
象
多

我
‘

の

三

つ

の

文
就
に

各
々

ろ
5
。

こ

の

ぱ

勇
い

、

夫

塑
な

の

ぼ

産

文
φ

な

訓

み
”

除

芦
で

あ
・

て
、

ゴ

；
の

丈

釈
の

ピ

れ

に

あ
ろ

う
ヒ
、

　
「

計
」

の
麺
叩

義
の
オ
浩

匕

ー

ー
マ

ク

捻亠
巴

ウ

σ

乞

の

も
め

の

わ

う
て
ノ

ぼ

曳
シ
な
い

．

も
し

 、

人

名
萢

廴
く

は
｝

乂
尸

尿

名

を

冠

ー
マ

と

れ

を
別
弔
−

蓄
k
な

ぬ
は

，

〃

徐
也
ク

ヒ

当
暑
い

古
の

文
ぼ
、

も
し

く

は

最
初
に

”

徐
也
シ

喜

堤
喝
し
 

人
名

を

託
す

、
へ

き
、

k
、

ヒ

愚

ラ
φ

ぼ
、

我
々

現
槻
入
の

葱
識
で

あ
・

て
、

図
書
驀

鑒
書
截
ぼ

別
で

あ
訊
。

図

書

春

壷
砦
は

、

当
該
の

三
フ

め

丸
献
の

う

三

最
も

古
い

羨
で

孝
可

霧
』

曲
、

ゼ

の

坊
録
杰
で

う
喝

ー
』

も

怫
年
し
、

・

滋
ζ

…

龠

・

L

ど

ー
て

い

る
。
、

葎

文
砦
の

竜

め

13

同
一

で

あ
っ

マ

諭
、

誰
弓

膨
晩

か

i
盤り
固
写

ガ

綴
野
王
が
』

峯
＋

珊

か

ー
に

よ
っ

て

リ

？

の
 

狂
ナ
〜

め

ゐ
∵

フ

ぢ
、

重
み
ゲ

罵

写
3
わ

ケ
、

て

あ
彡。

覇
知
φ
こ

と

な

ギ
ラ，

誰
警

よ

し

ヒ

す
3
が

ぽ
、

イ

リ

説
弓

最
初
盆
促

唱
看
で

は

な
く

、

繃

驀

者
の

立

場
に

あ

ヒ

づ

く

士

視
、

誰
層
夫

ワ
に

し
な

ケ
取
ぼ

な

う
な

い

か

k

よ

き
。

前
睦
二

並
び

に

三

で

撲
討

ー
た

諸

蒟
は
、

図

耆

峯
者
ゲ
、

語
（

⊥
椁
本

夛
）

ド

よ
っ

7

重
視
す
3
填
拠

に

幺
入

ー
が

あ
ぎ
R

せ

よ
、

総
c
て

慈
恩
・

玄

葱
を

頓

墅
・

室

溝
よ
ーー
も

重
視
立

・

重
て
て

り
3
こ

ヒ

薈

物
浩
5

ヒ

同

晦
に
、

鑾

芳聞

φ
ふ

1
盪
勿
・
・
王

塘
双

互
豆

又

破
寸

2
」

も

の
に
h
尼

な
L
フ

軌
り

い

θ

ま

和
、

図

晝
量
各
、

涯

之
の

典
祢

垂
爪

ず
の

に
、

「

東

ー
「

丑

さ
な
ビ

の

丈
縦

名
よ

り
斗

、

．

茘
≧

し

コ

亠

ノ
セ

」

コ

秘
ヒ

L

な

ど

の
人

ん

を

よ

ワ

多
く

甲
リ
マ

ソ
5
の

は
、

ク

誰
の

説
か

み

 
、

そ
東
捉

げ

重
拐
冗

さ

れ

て

い

t

か

ち
で

あ
ろ

3
。

　

ま
た
、

李
例
ゴ
．

討
し

の
注

廴
コ

完
・

L

ダ
．

弘
ー
L
潮

東
≧

」

の

双
オ

に

董

複
ー
マ

記
＋・

淑

マ

い

k
。

頻
例
13

慮

彡
お

め

諸

斈
冽
に

毛

あ
・

和
．

更
に

、

斈
例
耀

・

訥
L

、

τ

は
、

・

萎
隷
島

象
危

養
』

の

症

丈
と

嚢
畜

．

亠

ノ

言
の

亮

廴
防

下

に

．

脇
」

ヒ

あ
．

k
。
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我
セ

リ

需

識
ヤ
ラ

す
れ
ば
、

字
言
に

よ
い

て
、

一

つ

の

語
の

量
咽

の

症
R

同
一

の

往

え
セ

重

複
ー
マ

寵
す
弓
13

考
乏
に

く

い

。

し

が

し
、

図

書

寮
年
に

ぽ

同
一
、

葎

丈
の

寅
幺
は

蔓

う

希
ぞ
↓

な

い

。

、
汪

の

な

が

み
．

和

吹
で

な

く
、

・

誰
の

説
が

〃

葺

重

視
す
3
こ

ヒ

は
、

例
之
ば
、

町

表
粘

琢
蔦
象
名

教
駈

2
椽
ヨ

の

ぢ

シ
切

き
f
宮
切

韻
匹

モ

垂

視
で

ま
じ

9
い

、

と

い
・
り
よ・
り
に
、

去
亜
ハ…
衵

互一
闇

の

バ

ラ

ン

ス
を

看
蓼

5
姦
乎
喜

生

り
3
。

そ
め

績
果

、

複
放
の

出
善
を

採
シ
な

宀

り

凱

ば

な

う

ず
、

症

支
の

な
か

み
倉
体．・
13・
重
玄

ず
3
日

笏
令
を

王
π

ら

す、

ヒ

育
ラ

3
。

ク

M

譲
の

説
が

”

老
重

魂
す
含

預
り

、

同
一
、

葎

文

の

重
出
ぽ

ヒ

が

あ
言

必

婁
の
な
い

、

倉
鼠
な

こ

ヒ

ヒ

す

淑

て

h

喰

の

で

ぽ

五
の

3
午
9
い

か

。

　

図

書

葉
賦
、

孛
問
的
に

ハ

イ

レ

ゲ
・

ル

な

峯
・

で

雪
と

昆

な

さ
れ

ザ

 
で

う
が

、

る
の

注

支

選
提
の

茎

葎
右
の

如
く

で

あ
っ

τ

、

覆

れ

な

り
の

周
通．
を

参
ロ

右
り

ま

ぎ
あ

の

ご

あ
3
。

　
一

労
、

改
編
本
添
戛

類
巌
名

羃
』

ゆ
、

、

和
訓

峯
位

め

皇
看
ウ

を

あ
ご

し
、

鼻
拠

ビ

す
3

謝
丈

吠

の

窒
症

を

可
能
な

豫
リ
和

訓

死

し
k

。

耋・
汪

の
、
神

訓
U

亮
を

進
あ
朮

ぼ
、

和

詞
ド

髦
の

強

ヒ

の

毳
え

毳
の

典
拠

セ

示
し

マ

う

意
喙
が

な

い

殊
で

、

必

圏
的
に

幺
専

鉱

明
示

ヒ

F
・

ご
る

喜

得
写

い

。

攻

衛
季
が

去

暮
丑

明

示
に

ふ

与

き
取

看

の

賎
、

・

擘
書
に

ヒ

．

7

必

專
な
の

は

和

剤
お
・

Z

い

う

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

加

確

固

牧

ヨ

認
識
ゲ

あ
っ

π

が

シ
に

事
洲

い

な
P

．

出

量
珊

ち
す

る

図

蓁
に

お

サ
3、
狂

文
逆
択

睾
を
あ
ぐ
っ

て
、

上

述
 

尼、
丁

〆

も
し

茸
考
3F

な
、

政

緬
季

が

跡
行
し

 

者
輿
殳
明

示
ど

い

う
こ

ヒ

は
、

和

鷙
碑
φ
3
詁

ヒ

鑿
差
の

出

葺
ど

”

ワ

捨
て

ヨ

ビ

サ
に

ヒ

ど

ま

シ
な

い

、

跨
専
無

明
示
ヒ

守
3
匕

、

岡
一

の

症

文
伊

蓑
の

支
献
に

函
ぎ
ば

あ
い

、

〃

誰
の

説
が

・

三

墓
孝

に

症

文
喜

蓬
択
ー
で

も
、

虎
莞
に

が

忙

ぢ
ヒ

ー
マ

表
わ

ぢ
5
の
ーτ

注
丈
の

な

釧

み

ゼ

吹
て
、

”

誰
の

り

ぼ

駒
を

〃

餐

あ
3
こ

と
に

な

る
。

和

詞
岑
短

の

豊
看

o
髫

寵
は
、

こ

ヒ

の

筋
z

嬰
、

出
輿
明

氷

の

字
書
に

お

7
完
丈

歪
択
の

甚

柔
て

あ
っ

 

ウ

誰陟
の

説
か

〃

を
、

身
た

百

に

は

嚢
き
に

し
、

“

な

か

み

杢
泣
ろ

の

注
支

遯
沃

に

向

う
下
地
を

蓐
弖

こ

ヒ

に

な

る
。

士

茨
、

当
鑵

い

の

帰
雋
匕

lz
、

圖

て
荘

之
の

重一
複
 

回

遊
さ

ち
含

。

　
”

誰
の

悦
ギ

”

が

ら

の

脱
庭
ぽ
、

勉
ヒ

よ

ワ
一

朝
一

タ
に

ぼ

い

か

な

い

σ

究

医
ψ
嗣了
季
垂
小

の
一
士
牟
一

（

五
の

イ

5
櫨
暇

智
穆
匹

素
で

は
，

　
『

彊

豕
捻

愁
9W

色
郷

名

賓
あ

。

警

げ
R

ヒ

ビ

ま

乞
す

、

室
鳶
の

説
を

大
吻
ド

！
乏

2
。

。

（
叭

し
．

を

竺

方
、

7
・

例
乏
ば

『

和
名

頬
聚・
ワ
匹

を

引

用
才

ぎ

驚
に

、

岡
田

希
雄
が

指

橘
し

π

暫
し
い

語
形
セ

、

観
智

瑤
誤
採

言

こ

ヒ

が

で

き

 

2
ぼ
、

幺
専
の

東
蒔
ギ
ン

解

巌
さ

れ
な
、

，

な

炉

み

参
位
”

の
・

葎

廴

選
状
で

あ
る

。

先
尺

．

・

噸
巌
名

書
5

改
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編
の

ゐ
哂

レ
い

L

で

言

夊
し

底
し

忙

、

改

繍
本
力

今
「

つ

め

竹
ー
す

ヒ

ー
マ

、
＝ー

ド

甘

記

ー
？

習

く
．

　

　

　

注

ー

筆
着、

「

．

煩
赦
名

義
抄
匡

霞

緬
の

函

も
い

ー
観
智
梶
事
言

廊

ワ
の

瑛
丈
建
尨

午
が

が

り
に

ー
」

（

訓
互
猛
巾

ヒ

訓
三

賓
脊

第
七

†
三

輯
　
昭

和
・

マ

o

署

ア
）

2

井
野
・

孝
．

篆
隷
万

象

雲
糸
都
の

誤
訓
重
わ

ぐ
っ

て

L

　
（

訓
芝
渚
ヒ

訓
冨｝

再
節
五

ナ
九

齧
η

昭

和
五

＝
千
）

3

从

F
の

琶
艶
例
 

ろ
3．、

者

典
は

図
・

篆
ヒ

略

記

丁
3
，

　

　

　

　

　

　

　

　

ヱ

コ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

時

「

拠
詔

！

・
癘
セ

明
・

告
・

導
・

…
・
プ
〜

…

私
こ

旋
・

　

　

　

ヨ

　
　

ヰ
　

　

よ

　

　

　

秒
・

道
・

耆
・

覺
尾
〜
−

方
−

図

へ

じ
ど

　

　

　

　

　

　
　
　

　
ユ

　

　

　

き
　

　

イ
　

　　
よ

　

−

詔

諸
曜
反

紋
・

止
ロ

・

助
ー

亘
・
」
晋

・

　

篆
．
二

，

豚
L

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

　

　

　　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
コ

盛

コ
膨
兮

柏

痃
≧

上

緒
〜°脚
嵐

乂
安

・

肱
塀
・
・
−・

夢

…

よ
へ

・

：・
　

下
−
：

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

　

　

　

上

申
ヒ

…

弘
 

足
・

東
−

…

　

粤
湧
〜
＝

ロ

レ
」

　

　

　

　

　

ぼ
　

　

　

ヱ

　
「

塘

挺

藍
反

粐
真
＋

・

轡
−

　

　

　

条
二
・

茜
」

　

　

　

　

　

　
ノ
　
　

ハ
る
ビ
　

　
ヨ

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

こ

　

　

ノ

261

梦
畜

斌

ー−・
疼

・

癩
・

怠
・

…

弘
〜

問

廴

昌
・

　
广

　

　

　

ミ

ー

寡
マ

…

…

和

初・
ー

　

　

　

図
ゴ

网

仁
〜
6
」

・

塒

草・
・

是
倒
哩
駕

・ ．

聹
・

　

象
・
・

霧
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

　

　

　

　

　

　

ヘ
　
　

アヒ

271

霧
…

下

斌
〜

…

易
・

軽
侮

・

涯
・

指
・

…

弘

　

　

　
≧

粒
・

　

…
和

訓
…

鈎
で

…

唯
満

晒
｝

…

集「
〜

　

　

　
；

　

　

　

　

　

　

　

　

　

図
二

渓
〜

ケ

」

．
・

畢
莫
諌
反
劃

、

ゲ
丶

翻
、

痩
、

康
、

　
兼
・’
・

途
L

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

恐
堵
吏

蕉

柔
A

狩
X
：’

乱
・

…

弘
≧

擾
・

亠

斐
…

　

　

孛
｝

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

図．
三
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